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「
属
性
」
に
基
づ
き
得
点
を
改
ざ
ん

し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
文
部
科
学

省
が
全
国
の
大
学
医
学
部
・
医
科
大

学
を
対
象
と
し
て
緊
急
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、「
特
定
受
験
者
の
優

遇
・
成
績
順
番
飛
ば
し
」
や
「
属
性

を
理
由
と
し
た
一
律
的
な
取
扱
い
の

差
異
」
な
ど
の
「
不
適
切
な
事
案
」

が
、
複
数
の
大
学
に
お
い
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
（
文
部
科
学
省
「
医
学
部

医
学
科
の
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
公

正
確
保
等
に
係
る
緊
急
調
査
の
最
終

ま
と
め
」
）
。

学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

に
対
し
て
も
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が

提
起
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
弁
護
団

の
一
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
）。

　

東
京
医
科
大
学
が
行
っ
て
き
た

「
属
性
に
基
づ
く
得
点
の
改
ざ
ん
」

（
以
下
、
「
属
性
調
整
」
）
は
、
具
体

的
に
は
、
２
次
試
験
で
課
さ
れ
る

「
小
論
文
の
点
数
（
満
点
１
０
０

点
）
に
、
全
員
０
・
８
の
係
数
を
か

け
た
」
上
で
、
現
役
か
ら
２
浪
ま
で

　

２
０
１
８
年
７
月
、
文
部
科
学
省

が
所
管
す
る
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
へ
の
便
宜
を
図

る
こ
と
の
見
返
り
に
、
子
息
を
東
京

医
科
大
学
に
合
格
さ
せ
る
と
い
う
利

益
供
与
を
受
け
た
と
し
て
、
同
省
局

長
が
受
託
収
賄
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
学
校

法
人
東
京
医
科
大
学
が
入
学
試
験
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
内
部
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
女
子
受
験
生
の
合

格
者
数
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
次
試
験
で
課
さ
れ
る
小
論
文

に
つ
い
て
性
別
・
現
浪
別
と
い
う

　

２
０
１
９
年
３
月
22
日
、
33
人
の

元
受
験
生
が
原
告
と
な
り
、
受
験
に

際
し
て
支
出
し
た
入
学
検
定
料
、
交

通
費
、
宿
泊
費
、
及
び
慰
謝
料
に
つ

い
て
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し

ま
し
た
（
そ
の
後
、
４
次
に
わ
た
っ

て
訴
訟
提
起
が
な
さ
れ
、
最
終
的
な

原
告
数
は
40
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
法
人
東
京
医
科
大
学
と
同

様
、
入
学
試
験
に
お
け
る
女
性
差
別

が
発
覚
し
た
学
校
法
人
順
天
堂
及
び

得
点
改
ざ
ん
で
絶
望
的
な
差

得
点
改
ざ
ん
で
絶
望
的
な
差

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会

経税部 憲
法
９
条
の
重
要
性
を
解
説

労
基
法
の
法
改
正
を
解
説

　

医
学
部
入
試
不
正
問
題
は
性
別
に
よ
っ
て
教
育
が
歪
め
ら
れ
て
い
た

事
実
を
明
ら
か
に
し
、
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
。
医
学
部
入
試
不
正
問

題
の
実
態
と
、
女
性
差
別
の
な
い
社
会
に
向
け
て
何
が
求
め
ら
れ
る
の

か
、
医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団
に
リ
レ
ー
解
説
し

て
も
ら
う
。（
全
５
回
）

は
84
点
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
が
、
他

方
、
女
子
受
験
生
（
現
役
・
浪
人
を

問
わ
ず
）
が
同
じ
く
80
点
で
あ
っ
た

場
合
、
属
性
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
得

点
は
64
点
に
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。

　

実
際
の
得
点
は
同
じ
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
属
性
調
整
に
よ
っ

て
実
に
「
20
点
」
も
の
差
が
つ
い
て

し
ま
う
の
で
す
。
１
点
を
争
う
入
学

試
験
に
お
い
て
、
20
点
と
い
う
得
点

差
は
「
絶
望
的
な
差
」
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
の
会
は
11
月
23
日
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
平
茂
紀
氏

（
写
真
）
を
招
き
、
「
憲
法

が
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
、
そ
の
時
に
〜
改
憲
と
戦

争
の
足
音
が
迫
る
中
で
〜
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
、
80
人
が
参
加
し
た
。

　

金
平
氏
は
元
大
阪
府
知
事

の
橋
下
徹
氏
を
例
に
、「
テ

レ
ビ
に
露
出
す
る
と
権
力
を

持
っ
て
し
ま
う
」
と
メ
デ
ィ

　

12
月
24
日
、
医
科
・
歯
科

経
税
部
は
「
医
院
経
営
と
雇

用
管
理
２
０
２
２
年
版
」
を

監
修
し
た
桂
好
志
郎
氏
（
協

会
社
労
士
団
・
写
真
）
に
よ

る
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

桂
氏
は
年
５
日
の
年
次
有

給
休
暇
の
確
実
な
取
得
、
労

働
時
間
の
適
正
な
把
握
、
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
を
中
心
に

解
説
し
、「
長
期
的
な
人
手

不
足
の
時
代
に
入
り
、
特
に

ア
の
影
響
力
を
説
明
し
、

「
維
新
が
な
ぜ
大
き
な
勢
力

に
な
っ
た
の
か
考
え
な
い
と

い
け
な
い
」
と
メ
デ
ィ
ア
の

在
り
方
を
問
い
か
け
た
。
維

新
が
教
育
や
医
療
、
福
祉
の

予
算
を
次
々
と
削
減
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、「
周
回

遅
れ
の
新
自
由
主
義
だ
」
と

強
く
批
判
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

以
降
、
侵
攻
さ
れ
れ
ば
戦
争

は
や
む
を
得
な
い
と
の
考
え

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
に
、

金
平
氏
は
「
憲
法
９
条
の
戦

争
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
精
神
が
問
わ
れ
て
い

る
」
と
強
調
し
、「
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

医
療
福
祉
分
野
で
は
争
奪
戦

が
顕
著
。
職
員
の
定
着
の
た

め
に
も
法
改
正
を
い
か
す
観

点
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

　

厚
労
省
は
職
場
に
お
け
る

パ
ワ
ハ
ラ
の
基
準
を
①
優
越

的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言

動
②
業
務
上
必
要
か
つ
相
当

な
範
囲
を
超
え
た
言
動
③
労

働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ

る
も
の
と
規
定
し
て
お
り
、

ス
タ
ッ
フ
間
や
対
患
者
と
の

関
係
で
も
起
こ
り
得
る
。
桂

氏
は
「
適
切
な
対
応
を
と
る

こ
と
で
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
し
、
よ
り
よ
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
講
演
を
締
め
括
っ

た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
国
ご
と
に
事
情
が
違

う
の
で
一
概
に
言
え
る
も
の
で
は
な

い
で
す
が
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら

す
れ
ば
、「
女
性
医
師
が
増
え
る
こ

と
で
医
療
現
場
が
回
ら
な
く
な
る
」

と
い
う
前
提
を
無
条
件
に
受
け
入
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
１
年
度
入
試
に
お
い
て

は
、
男
子
受
験
生
の
合
格
率
が
13
・

51
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
女
子
受

験
生
の
合
格
率
は
13
・
60
％
と
、
女

子
受
験
生
の
合
格
率
が
男
子
受
験
生

の
そ
れ
を
初
め
て
上
回
り
ま
し
た

（
文
部
科
学
省
「
２
０
２
１
年
度
医

学
部
（
医
学
科
）
の
入
学
者
選
抜
に

お
け
る
男
女
別
合
格
率
に
つ
い
て

（
合
格
者
数
／
受
験
者
数
）」）。

　

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
不

適
切
」
と
指
摘
さ
れ
た
入
学
試
験
に

つ
い
て
、
女
子
受
験
生
に
対
す
る
差

別
的
取
り
扱
い
を
是
正
す
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
本
来
あ
る
べ

き
公
正
・
公
平
な
入
学
試
験
へ
と
改

善
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

意
欲
・
能
力
の
あ
る
受
験
生
が
、

差
別
的
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
医
師
へ

の
道
を
不
当
に
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
今
後
も
公
正
・
公
平
な

入
学
試
験
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

（
つ
づ
く
）

の
男
子
受
験
生
に
は
20
点
を
加
点

し
、
３
浪
の
男
子
受
験
生
に
は
10
点

を
加
点
、
４
浪
男
子
及
び
（
現
役
浪

人
を
問
わ
ず
）
女
子
受
験
生
に
は
加

点
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た

（
２
０
１
８
年
度
一
般
入
試
の
場

合
。
学
校
法
人
東
京
医
科
大
学
内
部

調
査
委
員
会
「
調
査
報
告
書
」（
２

０
１
８
年
８
月
６
日
）
22
頁
）。

　

例
え
ば
、
現
役
男
子
受
験
生
が
２

次
試
験
小
論
文
で
80
点
で
あ
っ
た
場

合
、
属
性
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
得
点

　

女
子
受
験
生
合
格
者
の
抑
制
を
目

的
と
し
た
差
別
的
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
こ
れ
が
発
覚
し
た
当
時
、
女
性

医
師
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
医
療

現
場
が
回
ら
な
く
な
る
、
周
囲
（
特

に
男
性
医
師
）
の
負
担
が
重
く
な
る

等
の
理
由
か
ら
、
い
わ
ば
「
必
要

悪
」
と
し
て
こ
れ
を
理
解
・
容
認
す

る
意
見
が
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す

（
Ｐ
Ｒ　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
０
１
８
年

８
月
８
日
付
「
医
師
の
65
・
０
％
が

東
京
医
科
大
学
の
女
子
一
律
減
点
に

『
理
解
で
き
る
』
」
な
ど
）
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
女
性
医
師

が
増
え
る
こ
と
で
医
療
現
場
が
回
ら

な
く
な
る
と
し
て
、
そ
の
改
善
は
医

療
現
場
に
お
け
る
対
策
に
よ
っ
て
図

ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
医
療
現
場
の

状
況
に
何
の
責
任
も
権
限
も
な
い
受

験
生
を
不
利
益
に
取
り
扱
う
こ
と
を

正
当
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
海
外
各
国
と
女
性
医
師
比

率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
は
20

・
４
％
で
す
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国

の
（
単
純
）
平
均
は
44
・
８
％
に
な

っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
女
性

医
師
キ
ャ
リ
ア
支
援
モ
デ
ル
普
及
推

進
事
業
に
関
す
る
評
価
会
議
」
配
布

資
料
『
女
性
医
師
キ
ャ
リ
ア
支
援
モ

デ
ル
普
及
推
進
事
業
の
成
果
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
』
（
４
頁
）
）
。

櫻
町
直
樹

櫻
町
直
樹

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

【第１回】

入
試
不
正
が
問
う
も
の

入
試
不
正
が
問
う
も
の

な
き
社
会
へ

な
き
社
会
へ

差別

公
正
・
公
平
な
入
学
試
験
に
向
け
て

公
正
・
公
平
な
入
学
試
験
に
向
け
て

不
正
入
試
の
責
任
を
問
う

不
正
入
試
の
責
任
を
問
う

医
学
部
入
試
に
お
け
る
「
女
性
差
別
」
の
発
覚

医
学
部
入
試
に
お
け
る
「
女
性
差
別
」
の
発
覚

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

２
月
12
日
（
日
）
10
時
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

牧
草
一
人
氏
（
牧
草
歯
科
医
院
院
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

80
人

「
基
礎
」と「
臨
床
」が
つ
な
が
る
歯
周
解
剖

 

―
歯
周
病
専
門
医
が
語
る
〝
目
か
ら
ウ
ロ
コ
〞
の
ペ
リ
オ
＆
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
―

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
月
11
日
（
土
・
祝
）
13
時
〜
15
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

80
人

２
０
２
２
年
度
改
定
を
踏
ま
え
た
歯
科
医
療
の
こ
れ

か
ら
を
考
え
る

【
会
員
限
定
】

日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
10
時
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

80
人

わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
〜
伊
藤
千
代
子
の
生
涯

市
民
公
開
映
画
上
映
会

日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

山
本
佐
代
子
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

確
定
申
告
直
前
学
習
会

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
15
時
〜
17
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

松
岡
哲
平
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

沖
縄
と
核
〜
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
の
島
で
〜

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
主
催
・
市
民
公
開
講
演
会

無料相談

法
律　

２
月
６
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

２
月
15
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

２
月
16
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

【会員限定】
施設基準研修会
歯初診の施設基準に
係る研修会　　　　
▷２月18日（土）

　18：00～18：30

▷３月25日（土）

　18：30～19：00

会場　Ｍ＆Ｄホール

講師　社保研究部講師団

会費　１千円

定員　各80人

持 ち物　『絵で見る色で

わかる歯科の院内感染

防止対策』

※ 遅刻・早退時は修了証を

発行できません


